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　皆さんは「呼賀」という集落名を正しく読むことがで

きますか。「よばるか」と読みます。呼賀は平明村の端

村であり、平明村との距離が近いため、お互いに人の名

前を呼び合うことができるので、この名が付いたとされ

ています。

　呼賀集落に入り、左側の丘の上に所在するのが曹洞宗

和光山観音寺で、現在 22 世の住職がお勤めされていま

す。その歴史は古く、曹洞宗で開山されましたが、住持

していた僧侶の関係から臨済宗・真言宗と変遷し、寛永

10 年（1633）に尾張（現在の愛知県西部）の観的和尚

地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介
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文：貝沼  利則

呼賀・観音寺の歴史

が再興して、会津若松の恵倫寺の末寺となり、

現在に至っています。天明７年（1787）に

火災で焼失したため、詳細な記録は残されて

いません。なお、47 年後の天保５年（1834）

に本堂が再建されています。そのほかに天保

２年（1831）、第 12 世住職の見道の時には

本堂の修理のために杉を植えた、文久２年

（1862）、第 15 世住職の鳳瑞が大般若経

600 巻を購入して経堂に納めたとの記録が

残されています。

　本尊は観音像ですが、そのほかに観音寺に

は地蔵菩薩立像が安置されています。この像は木造の一木造で、製作年代は江戸時代前期と考えられ

ます。若松城下などに本拠を置いた仏師の作で、寛永 10 年に観音寺が再興されたころからあるもの

と思われます。
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